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「あ、降ってきた」

　その声に、桐生きりゅう和かず彦ひこは持っていたジョッキをテーブルに置いた。いつの間にか空は灰色の雲に覆われている。足元に敷かれたレンガがぽつぽつと色を変えていく。

〈株式会社トリックススポーツ〉の納涼ビアパーティーは、シティホテルの一階にあるスポーツバーのテラスで開かれている。店内の大画面液晶が映し出しているのはプロ野球のオールスター第三戦。すでに中盤だ。

　ドーム戦は天候に左右されないからまだいい。だがここには屋根がないのだ。パーティーのお開きまで残り二十分。それまでに雨足はどうなるだろうか。

　桐生は円卓のちょうど真向かいに座っている長身の男をちらりと見た。

　男の両脇には総務部の女子社員がべったりと寄り添っている。二人とも、内輪で計画している二次会に男を誘っているようだ。

　自分にもああやって女子社員から誘われていた時期があった。もうずいぶん前のことのような気がする。桐生は小さな溜め息をついた。

　誘いが途絶えたのは三年前、結婚指輪を嵌めて出勤するようになってからだった。一年半前に離婚して独身に戻ったが、三十路を迎えた今でもなぜか途絶えたままだ。

　だからといって目の前の男に嫉妬したりはしない。こいつが女子社員からの誘いを断ることはわかっている。

　──先輩、俺とつき合って。

　今から一年前、桐生はこの男に告白された。

　羞恥にうろたえ、まともな返事を避けた桐生に、そのとき男は恐ろしいことをさらりと言ってのけた。

　──じゃあ俺、いつまでも待ちますんで。







　雨はやがて本降りになった。

　宴会が終わると桐生は同僚に紛れ、急ぎ足でホテルのエントランスに向かった。ところがそのわずかな間に雨足はひどくなり、すぐにバケツをひっくり返したような豪雨になった。

　駅まではどれだけ急いでも歩いて十分はかかる。それなのに、周りには一台のタクシーもない。

「あーあ、タクシーなくなっちゃいましたね」

　その声に振り向けば、一人の同僚が戸外を見つめていた。友とも成なり聖さと士し、桐生の真向かいでさんざん女子社員からの誘いを受けていた男だ。

　それほど厚みはないが均整のとれた体躯の二十七歳。桐生も人並みではあるが、百八十三センチの男に背後から寄り添われるとやはり気後れする。

　声をかけられることは予想していた。だがそのとおりに事が運ぶとさすがにうろたえた。

「二次会は中止になったのか？」

「なんですか？　それ」

「さっき誘われてたろ」

「えー先輩、意地悪だなぁ。俺が乗るわけないでしょ」

　友成がつまらない冗談はやめてくれと言わんばかりに唇を尖らせる。綺麗な二重瞼の双眸が、桐生を軽くねめつける。

「じゃ、どうすんだ？」

「とりあえず駅まで濡れて行きますか？」

　一緒に帰ることがあたりまえのように訊ねてくる友成の腕が桐生の肩に触れた。上着のボタンを嵌め、すでに濡れる気満々といった風情だ。

「そうだな、行くか」

　桐生はジャケットの袖に腕を通すと、回転ドアをくぐり、降りしきる雨の中に飛び込んだ。

「今日のビール、ちょっとぬるくなかったですか？　俺、キンキンに冷えたのが好きなんでちょっとがっかりでした」

　友成が言った。早足のせいか声がうわずっている。桐生は苦笑した。

「そりゃおまえの体温が高いからだろ。ホント、日本中の主婦がおまえみたいな基礎代謝だったら……」

「〝バーンレッグ〟が売れなくなります」

「それは困るな」

　バーンレッグは体脂肪の燃焼を目的としたアンダーウェアだ。ターゲットはスポーツ選手ではなく主に一般女性。テレビショッピングへの出演枠を確保できたおかげで、今も順調に売り上げを伸ばしている。桐生が開発部に異動してから最初に手掛けた製品だ。

　空から降り注ぐ雨が足元で小川を作り始めた。それを跳ね散らかしながら駅に向かって五分ほど歩いたころだった。桐生はふいに立ち止まった。

「友成、やっぱり雨宿りしよう」

「先輩？」

「いいから、こっちだ」

　駅とは反対方向へと歩き出す。

「えっ、待ってくださいよ」

　友成は驚きの声を上げ、それでも素直に桐生の後ろを追いかけてきた。長身の二十七歳が繰り出す歩みは桐生のそれよりも速い。あっという間に肩を並べられる。

「どうしたんですか？　駅あっちですよ」

　桐生は片顔を引き攣らせて笑った。そんなことはわかっているが、今は引き返す理由を説明する心の余裕はない。

　嫌でも帰宅できなくなる状況を作りたいのだ。そうすれば自分も決心がつく。行き先が孤島でも洋上でも、ホテルの部屋でもいい。たどり着けばなんとかなる。

　ところが目的地が思うように定まらず、桐生はだんだんと不安になってきた。

　雨宿りなら最寄りの駅でもできる。通りには数多のカフェやコンビニもある。それなのにひたすらずぶ濡れになりながら、特に急ぐでもなく歩き回る自分を、友成は頭がおかしいと思ってやしないだろうか。

「あ、このあたりって……ね、先輩」

　自分の姑息さと闘っている桐生とは対照的に、友成の声は明るい。

「ん？」

「この近くに中華まんの店がありましたよね。ちょっと寄っていいですか」

「ああ、いいぞ」

　二つ目の角を右に曲がる。通りのつきあたり、湯気の上がる大きなセイロを覆うように、ランプに照らされた赤い幌がぽっかり浮かんでいる。

「俺のぶんも買ってくれ」

　桐生が千円札を差し出すと、友成は満面の笑みを浮かべてそれを受け取った。

「じゃ、ちょっと行ってきます。先輩はそこの軒下にでも入っててください」

　桐生は「ああ」とだけ返事をして、食料の調達に向かう後輩の背中を見送った。

「こんばんは」

　そのとき背後から声がした。それが自分に向けられたという自覚もなく、桐生は振り返った。

　薄暗い路地の隅、シャッターの下りた店の軒下に一脚の椅子が置かれている。

　そこには男が座っていた。顔立ちは外国人のように見えるがどうやら違うらしい。

「なんですか」

「向こうに行った男性、あなたの犬でしたよね」

「犬？」

　犬という言葉は、必ずしも可愛らしい動物を意味しているとは限らない。

　桐生は近づいて男の顔を覗き込んだ。童話に出てくるイメージ通りの魔女をそのまま男にしたような細面。様相は易者のようだ。古着と思しき作務衣と頭巾。かなり色落ちしている。

　胡散臭い野郎だ。桐生は訊ねた。

「どういう意味ですか」

「あの男性は、あなたが前世で飼っていた犬です。お忘れですか」

「お忘れもなにも初耳ですよ。あんた人を勝手に犬呼ばわりして、それで金取ろうっていうんですか」

　ついていけない。桐生はムッとして踵を返そうとした。

　だがそこへ友成が紙袋を抱えて戻ってきた。パンパンに膨らんだそれが上着の胸に押し込まれている。

「先輩どうしたんですか？　占い？　好きですか、こういうの」

「好きじゃない！　この人がおまえのことを犬、犬って言うから……」

「そうです。あなた方は前世でも一緒でした。記憶にありませんか」

　言葉を口中で咀嚼してから声にしたような、のっぺりとした話し方が耳障りだ。桐生はムキになって作務衣の男を睨みつけた。

「記憶なんかあるわけないだろう。なにいい加減なこと──」

「先輩待って」

　友成がそこを押し留める。

「その話、聞かせてください」

「おまえ、こんな話を信じるつもりか？」

「聞くくらいいいじゃないですか。どうせもうずぶ濡れですし、俺たちが前世でも会ってたなんて、たとえ作り話でも気になりますよ」

「……」

　桐生が次の言葉を探しているうちに、友成は財布から千円札を取り出して作務衣の男に渡してしまった。

　降り注ぐ雨がドラムのように頭上の軒を叩いている。「それじゃあ」と男は前置きすると、受け取った千円札を作務衣の懐に入れた。

「十九世紀のアイルランド、アラン島というところに、コナーという漁師がいました。このコナーというのが、あなたの前世です」

　あなた、と作務衣の袖が桐生に向けられた。

「大人になったコナーは本島のコノハトに渡り、漁をして妻と子を養いました。ですが、やがて起こった飢饉で、彼は家族をすべて亡くしてしまいました。一人ぼっちになったコナーは悲しみにくれつつ、余生を故郷のアラン島で送りました」

　作務衣の男はそこで友成を見上げた。

「ある日、年老いたコナーの家に、一匹のウルフハウンドが迷い込んできました。それがあなたです」

　手のひらを向けられたのは、当然、友成だ。

「そのころのコナーは病に冒されており、先の短い男だったので、とても飼ってやれないとその犬を追い払いました。ですが、何度追い払われても犬は家にやってきました。しまいにはコナーも根負けして、一緒に暮らすことを決めたのです」

「……」

「ある真冬の朝、コナーは死ぬ前に漁に出たいと思い立ち、荒れ狂う海に船を浮かべました。犬はまるであたりまえのように、コナーの船に飛び乗りました。そうして彼らは漕ぎ出しました。そして二度と戻りませんでした。これがあなたがたの前世での出来事です」

　事実だけを坦々と、といった調子で話を終えると、作務衣の男は胸の前で手を合わせた。

「現世でも出会えてよかったですね。末永くお幸せに」

　──なにが末永くお幸せにだバカバカしい。

　だが桐生の口はそのとおりには動かなかった。粗を探して苦情を並べ立ててやりたいのに言葉が出ない。

「行きましょう」

　突然、友成が桐生の腕を取った。

「え、あ、おいっ……」

　作務衣の男には目もくれず、友成は雨の中を歩き出した。







　友成はどこか抜けている。桐生はことあるごとにそう思う。

　告白から一年。返事を保留され続けているのに、それに対してなんの反応も示さないのは悠長すぎだろう。

　普通なら、一年も間が空けばなにか言ってくるはずだ。「俺ってまだ脈ありますか？」とか、「あの話は忘れてください」とか、「返事くらいできねーのかこのウジウジ野郎！」とか。

　友成はなにも言ってこない。それでもここずっと、友成は桐生にべったりだった。毎日のランチはもとより、退勤時刻が重なれば駅まで必ずついてくる。桐生に残業があれば、なんだかんだと理由をつけてつき合おうとする始末だ。

　友成は今でも俺のことが好きなのだろうか。

　知りたいと思うときもあった。だがそれを確かめるには、桐生はいささか自信に欠けていた。なにしろ男に告白されたのは初めてなのだ。

　しかもなまじ保留を続けているせいで、今さら『まだ諦めてないのか』と訊くのが気恥ずかしくなってしまった。訊いたところで、『俺、いつまでも待つなんて言いましたっけ？』などと切り返された日には目も当てられない。

　そんな宙ぶらりんな関係を終わらせたいと思ったのは突然だった。今朝、目覚めてすぐに、今日で終わらせられたらいいのにと思った。ただぼんやりと。

　桐生にとってはその程度の決心だ。当然、今夜に綿密な計画などあるわけがない。

「さて、どこに泊まります？」

　突然発せられた友成の声は、激しい雨音の中でもはっきりと聞こえるほど大きなものだった。

「これだけ濡れたら電車になんか乗れませんよ。泊まるところ、探さないと」

　桐生は足を止めた。まさか友成の方からそれを言ってくるとは思わなかった。

「そうだな……おまえに、任せる」

「わかりました。じゃあ、ついてきてください」

　一転して長い脚の繰り出す歩みに引きずられた。

　やがて、目の前に淡いグリーンでライトアップされた小さなエントランスが見えてくる。

「ここでいいですか？」

　指し示された建物はシンプルなビジネスホテルだ。幾何学模様の壁に設置されている半円形の大きなライトが、人工大理石のステップと『空室有』のプレートを両側から照らし出している。

　友成の選択がカプセルホテルじゃなかったという事実、それだけで胸が跳ねた。

「すいません、受付してもらっていいですか。俺、コンビニに行ってきます」

「コンビニ？」

「これ、持っててください」

　友成が中華まんの袋をジャケットの胸から取り出した。まるで子守りを交替するかのようにそろそろと受け渡されて、たかだか饅頭がそれほど大事かと苦笑する。

「先輩、ルームナンバーはメールで送ってくださいね」

「ああ……それじゃ先に行ってる」

　桐生は友成の宝物を抱え、ホテルのフロントに向かった。







　離婚した桐生の元妻は、旧姓を中ちゅう條じょう、名は里さと美みといった。トリックススポーツの重要な取引先である、ミハラスポーツクラブの営業部長の一人娘だ。

　桐生は接待の席で里美の話を持ちかけられた。曖昧に返事をしたら即刻引き合わされた。桐生よりも二つ年上で、行動的で、総合商社の社員として立派に自立していた彼女とは、会ってすぐに打ち解けた。

　結婚にはさして興味のない者同士、気楽につき合えた。事実婚でもかまわなかったが半年後には結婚を決め、籍を共にした。

　ところが結婚して一年ほど経ったころだ。桐生はネットサーフィンでなんとなく見つけてしまったゲイの動画サイトに眠っていた性癖を目覚めさせられてしまった。

　しかも桐生が目にした男同士の絡み合いで、目が離せなかったのは挿れる側、即ちタチだったということも、己がネコ志向であることを裏づけているような気がして愕然となった。

　とはいえ厳密に性癖が塗り替えられたわけではない。男への興味は興味として、里美とはこのままやっていけそうな気もした。生身の男に惚れたわけではないのだから、誰も裏切ってはいないと自分に言い聞かせもした。

　そんなおり、里美が二年間の予定でロスに赴任することが決まった。

　これはもう駄目だと桐生は思った。里美と二年も離れてしまえば、自分は間違いなく『そっち側』へ行く。つま先はすでに向いているのだから容易い。

　里美には、ロスへの赴任前に本当のことを話した。ひどくなじられ、引っ叩かれもしたが、彼女の決断は早かった。

　見送りに行った空港で言われたことは、今でも覚えている。

『せっかく離婚するんだから、ちゃんと幸せにならなかったら許さないからね』

　だがミハラスポーツクラブに顔を出せなくなった桐生など、トリックススポーツの営業部にとっては用無しだったらしい。その後桐生は、内部左遷だと陰口を叩かれつつ、開発部に異動になった。

　異動先の所属は運動解析実験班。

　仕事はスポーツウェアの開発に関わる実験と検証だった。耐久性や着心地、着用による効果といったものを、モニターテストや実験を通じて導き出す。それを基に資料を作成し、宣伝部や縫製チームに流すのだ。

　体育学とも理工学とも縁のない経済学部卒にとっては、まったく畑違いの領域だった。殊、桐生にとっては、日の当たる場所からいきなり暗い地下室に閉じ込められたような心地がしたものだ。

「トリックススポーツのシンクタンクにようこそ！」

　やること為すことすべてが初めて。そんな部署に異動してきた桐生を最初に出迎えてくれたのが、白衣姿の友成だった。

　その友成に告白されたのは、開発部に異動して半年が経った初秋の深夜だった。帰り際、プリンタの電源を切り終えた桐生に、友成が声をかけてきたのだ。

「先輩、俺とつき合って」

「いいぞ。いつものとこでいいか？」

　帰りがけのコンビニ通いがあたりまえのようになっていたので、桐生は本気でそう訊き返した。

「そういう意味じゃありません。俺の恋人になって欲しいという意味です」

「へえ……は？」

　振り返ると、白衣を脱いだ友成の身体が驚くほど近くにあった。

「おまえ、なに言ってんだ……」

「先輩のこと、見てればわかります。俺も同じなんで」

「あ、ああ？　そう、なのか？」

　友成がその性質だったとは、異動してから半年間まるっきり気づかなかった。

　だがそれよりも、自分の性質を見抜かれていたことに驚いた。桐生は一歩後ろに引いた。背中が壁につく。

「先輩が離婚したのってそれが原因なんですよね？　でも、もう半年経ってますし、そろそろ気持ちの整理がついたかなーって思ったんですけど……どうですか？」

　ということはなにか？　俺が異動してきてからずっと、こいつは俺をそういう目で見てたってことか？

「な、なんでわざわざ俺なんだ」

「好きだからに決まってるじゃないですか。わざわざじゃないです」

「好きって……おまえ、人をからかうのが趣味なのか？」

「それは断るってことですか」

「いや、そうは言ってないけど」

　友成は、ははあ、と音声を伴う息を吐いた。

「わかりました。先輩、まだちゃんと自覚できてないんですね」

「……」

　そうじゃない。自覚はしている。経験が伴っていないのだ。男に触れ、触れられるという実体験がない。

「だったら俺、先輩のおためしくんになりましょうか？」

「そんなことできるかっ」

「先輩の年で初体験なんて別に珍しくないですよ」

「おまえな」

　痛いところを突くようにずけずけと言われた。だがそこを気にしているのだから、まともな反論ができない。

「俺、おためしだけで終わっても慰謝料とか請求しませんけど」

「そういう問題じゃないだろ！　おためしとか、毎日顔合わせる奴とそんなことになりたくないんだよ！」

「じゃ、本気でつき合いましょうよ。ちなみに俺、タチですけどそこらへんは相談ってことで」

「本気も冗談もない。正直言って、俺は離婚でできちまった周囲との軋轢に耐えるだけで精一杯だ。今は家に帰って一人で抜いてる方が気楽なんだよ」

「おいたわしい……俺ならそんなことさせないのに」

　恥ずかしいところまで勇気を振り絞って打ち明けたのに、よよよ、と古臭い泣き真似までされてしまった。嫌味なのか、それとも場を和ませようとしてわざとこんな態度に出ているのだろうか。

　生身の男を意識したことがないから、それすら判断がつかない。

「わかりました。じゃあ俺、いつまでも待ちますんで、先輩が幸せになりたいと思ったときに呼んでください。それまでチンコ洗って待ってます」

「友成、殴るぞ」

「それが先輩の愛情表現なら大歓迎ですけど」

「嫌悪感の表れだってわからんか」

　友成は一瞬、顔を曇らせた。

「先輩、チンコ嫌悪するなんて子どもみたい」

「俺はチンコを嫌悪してるんじゃない。おまえがチンコ洗って待ってるってことを嫌悪してるんだ」

「想像してくれたんですか」

「してない。もう帰る」

「はい」

　友成は実験室の電気を消した。まるで『話はこれでおしまい』というかのように世界は暗転した。







　あれから一年。

　ずぶ濡れの友成は、二組の靴下とトランクス、それにビールを抱えてホテルの部屋に入ってきた。

「なんだこれは」

　靴下は白。それはいい。だがトランクスの柄が奇抜だ。ゼブラ模様とは恐れ入った。

「……センスわる」

「よく言われます。でも着替えがないよりはいいでしょう？」

「まあな。あ、ズボンだけでもプレス頼まないか？」

「いいですね。俺が出しときますんで、先輩は先にシャワーどうぞ」

「じゃ、遠慮なく」

　桐生はそそくさとバスルームに向かった。

　その三十分後、入れ違いにバスルームに消えた友成が部屋に戻ってきた。桐生はプロ野球中継の終わったテレビを消すと、窓側のベッドに腰をかけた。

　嬉々として中華まんの袋を開けている男の、肩幅のわりに細い腰と、そこから伸びるまっすぐな脚。同じサイズの甚平を着ているのに、なぜか友成の膝頭だけが丸見えだ。

「どうぞ」

　友成が缶ビールと一緒に大きな饅頭を一つ、差し出してくる。

　桐生は冷めてしまった中華まんを無言で口に運んだ。冷めてもなお肉汁の残る粗挽き肉。細かく刻んであるタマネギ、やたらに存在感のあるキクラゲ。

「初めて食ったけど、これ美味いな」

「美味いですね。先輩、もう一個食います？」

「いや、もういい」

　桐生は枕に頭を預け、天井を見上げた。ビジネスホテルにしては寝心地のいいベッドだ。ごわごわしている甚平の着心地はさほどよくないが。

　友成がふと思い出したように呟いた。

「占い師の言ってたコナーって男の話、先輩には衝撃的でしたよね」

「んー、別に」

「俺はなんだか勇気づけられました」

　ナイトテーブルに飲みかけのビールを置いた友成は、代わりにスマートフォンを取り上げてベッドにひっくり返った。

「勇気づけられた？　どういう意味だ？」

「先輩はコナーみたいに老人じゃないから、俺はこれからも先輩と一緒にいられます。だから、まだ望みは捨てちゃダメだって思わされました」

「……」

　覚えているのは自分だけかと思っていた。

　友成は、実験室での告白から一度もこの話を持ちかけてきたことがない。だからこの話をするのは一年ぶりだ。

「えー、もしかして忘れちゃったんですか？　俺、先輩にいつまでも待つって言いましたよね？」

　今日の天気は晴れだってテレビで言ってましたよね、と同じ抑揚で言いのけられる。

　すごいことが起きた。桐生は心中で唸った。

　まだ脈があるのだ、と思うこの気持ちはなんだろう。一年前に告白されたときはただ困るだけだったのに、今は違う。これは安堵だ。

　誰かがずっと、自分のことを見ていてくれたという安堵。

「友成」

「はい？」

「もし俺が今、おためしセックスしようって言ったら、おまえどうする」

　ひどい誘い方だ。

　告白から一週間しか経っていないのであれば、しおらしく「ちょっとキスしてみろ」などと言えたのかもしれない。だがなにしろ一年だ。結婚して離婚できるくらいの間が空いているのだから、呑気なことは言っていられない。

　友成はスマートフォンを放り出した。

「そうですね、もう一回チンコ洗いに行きます」

「それ前にも言ってたな……」

「だっていきなり襲うのは失礼じゃないですか。それに賢い犬は、主人に『よし』って言われるまで動かないものですし」

　主人が飼い犬に向かって『よし、襲ってこい』なんて言うだろうか。

　だが今、まさにそう言いかけている自分に気づいて唖然となる。

　いや待て、言っていることのどこまでが冗談でどこからが本気なのか、わからない人間はたまにいる。この男の本気度を確かめてから決めても遅くはない。桐生は訊ねた。

「なあ友成、俺のどこがいいんだ？」

「まずは顔ですかね。色白で整ってて俺の好みです」

　嫌味のかけらもないストレートな返答に「ああそう」と納得したような声を出してしまった。自分ではそれほど整っているわけではないと思うのだが。

「そう思ってるのは俺だけじゃないです。主婦モニターの受けがいいから、みんな助かってるって言ってます」

　ああそう、と同じ答えを繰り返す。

「あと、これは同じ部署になってから気づいたことですけど、我慢強くて健気で、放っておけないっていうか……」

「健気？　例えばどこが」

「もし俺が重要な取引先の娘さんと離婚するようなことになったら、この会社を辞めますね。針のムシロが敷いてある会社に毎日通ってくるなんて、そんな気力、俺にはありません」

「へえ、そんなふうに思われてるとは知らなかった」

　だが友成の解釈は間違っている。自分はお義理で会社に尽くせるほど我慢強い男じゃない。

　だとしたら、自分はどうしてこの会社に、畑違いの部署にいつまでもしがみついているのか──。

　ああ、どうして気づかなかったんだろう。

「ホント、馬鹿野郎だな……」

「はいはい、わかってますよ」

「ごめん、おまえのことじゃない。俺のことだ」

　桐生はシーツを握り締めた。

　会社や部署じゃない。自分がこれまで必死にしがみついてきたのは、いつもらえるとも知れない返事をじっと待ってきた男と、その男がくれた言葉だ。

　自信たっぷりで、それなのにどこか遠慮がちな、友成そのもののような一言。

　──幸せになりたいと思ったときに呼んでください。

「先輩、どうかしました？」

　見上げていた客室の白い天井が、いつの間にかぼやけていた。

「友成、幸せにしてくれ」

「せんぱ……」

「俺は、幸せになりたい」

　気持ちが堰を切ったように溢れ出してきた。桐生は枕に顔を伏せ、喉の奥から嗚咽を漏らした。

　──ちゃんと幸せにならなかったら許さないからね。

　里美に出された宿題は簡単なようで難しかった。

　離婚してからというもの、気ままな独身生活に戻り、自由な金も時間も増えたはずなのに、幸せになることはとてつもなく難しくなった。

　自分が男寄りのバイだとわかった途端、里美への罪悪感もあってか女にまったく興味を抱けなくなった。

　友人としてつき合いのあった男たちは、誰もが自分を拒絶しているような気がした。

　それだけではない。ゲイ動画は憂さ晴らしの道具になった。二丁目は夢のないドロドロとした界隈でしかなくなった。もっと身近なものになると思っていたそれらは、波のように目の前から引き、現実の場所に収まってしまった。

　他人との距離が上手く保てず、あげく、友成の告白という大チャンスもうやむやにして、もう一年も独りだ。誰かと二人でとる食事中の奇妙な静寂、分け合うベッドの窮屈さ、人肌のぬくもりも忘れて久しい。

　家にいるのが嫌で、終電近くまで会社に居残るようになったのも自然なことだ。

　友成がそんな自分につき合ってくれているのだと薄々気づいていながら、自分の下手な言動で関係が壊れてしまうのがなによりも怖かった。

　そんなことが次々に思い出され、まるで子どものように桐生は泣いた。離婚届に判を押したときも涙など出なかったのに、今は胸が押し潰されるように痛い。

「せっ、先輩！　そっち行っていいですかっ？」

　声を殺して泣いている桐生の耳に、友成のうわずった声が飛び込んできた。

　隣のベッドが激しく軋んだのがわかった。跳ね起きた男の足が、ざわざわと床を這っている。スリッパを捜しているのだろうか。

「チンコ洗いに行ったら……っ、許さねぇ……からな……っ」

　首でも絞められているような声が出た。

「俺が……『よし』って言ってんだ。まっすぐ」

　きやがれ、と言う前にベッドが大きくバウンドした。友成が滑り込むようにして横にくる。

「先輩、こっち向いて」

「……っ」

　涙でぐしゃぐしゃの顔を枕から上げることができないでいた桐生の肩を、友成の大きな手が優しく抱いた。

「見ないから。顔、こっち」

　脇に差し入れられた手にゆるりと上半身を持ち上げられると、目の前には自分の着ている甚平と同じものをまとった友成の胸があった。鼻先に当たる布地からは清潔そうな石鹸の匂いがする。

　布越しの胸板はふくらんでもいなければ柔らかくもない。それでもじわりと伝わる皮膚の熱さと、はっきりと感じ取れる心拍に、桐生は驚くほど安心した。

　長い腕の中に収まった身体が、この抱擁は嫌じゃないと桐生の脳に知らせている。自分の身体がこの男まで拒絶するようだったらもうおしまいだ、という恐怖から解放されてまた涙がこぼれる。

「困ったな……先輩泣いてるのに、俺、嬉しい」

「……っ」

　友成の腕にほんの少し力がこもった。いつまでもこのままでいるのは気恥ずかしくておそるおそる顔を上げると、そのままシーツにぱたりと倒された。真上から見下ろされ、指先で頬を拭われる。

「俺、入社してすぐの挨拶回りで先輩を初めて見たんです。そのうちに、類友かもって思うようになったんですけど、もうすぐ結婚する話を耳にしたんで、勘違いかと思って話しかけるのをやめました」

　友成の手が甚平の合わせを解いた。温かい手にそっと袖を抜き取られる。

「だから先輩が離婚するまで、俺は先輩のことを頭の中から追い出してました。そして他の男とつき合ったりしてて」

「類友かと思ったんなら、なんで言ってくれなかったんだよ……」

「無理でしょ。奥さんいる人に『お仲間ですか？』なんて訊けませんよ。そんなこと言われたら先輩だって困ったでしょうに」

　桐生の胸が露になると、友成は「はー、先輩むっちゃ綺麗だ」とわけのわからない感想をこぼしながら身を起こし、彼自身も上着を脱いだ。

　友成が静かに身を重ねてくる。ぴったりと合わさった胸板。自分よりも高い体温を保っている肌。陶器のように硬くてなめらかな感触。

　繋いだ手を耳の横に据えられた。首筋に友成の息を感じる。薄い皮膚を食みつつ、首の根元から耳の後ろに沿って唇が這い上がっていく。

「これ、嫌じゃないですか？」

「い、やじゃない……」

　不安よりも大きくなりつつある甘い疼きは、耳朶を優しく齧られてより鮮明になった。

「同じ部署になるってわかったときは嬉しかったです。ワインとケーキ、買って帰って一人でお祝いしました」

「ば、馬鹿だな、そんなこと」

　してたのか、と言いかけたとき、ぬるりと耳の中を舐められ、ぞくりと肌が粟立った。

「っは……」

「うわ、先輩、可愛い」

「くそっ……可愛いって……」

「あれ？　男が可愛いはずない、なんて思ってるんだったら偏見です。カッコいい女だっているじゃないですか。だから大丈夫ですよ」

　桐生は喉の奥で唸った。俺が大丈夫じゃない。男にこんな台詞を吐かれたときには蹴り倒したくなるだろうと思っていたのに、友成に言われると興奮する。

「これ、真面目に聞いてもらえますか」

「なんだ？」

　友成が顔を上げ、桐生の前髪を横に払った。目の前が晴れて視線が合う。

「さっき、あの占い師が俺のことを犬だって言ってましたよね。あれ、間違ってないんです」

「戌年生まれってことか」

　鼻先が触れた。いいえ、とかすれた声で友成が言う。

「先輩、舐めたい。先輩のいろんなところ、舐めさせて」

　唇が触れるよりも先に、口腔に濡れた柔らかいものが入り込んできた。

「んっ……ふ……」

　友成の舌先が巧みに上顎をくすぐる。同時に唇を強く押しつけられて、桐生はぎゅっと目を閉じた。

　一度重ねられた唇は、波のように強弱をもって桐生を翻弄した。

　軽く触れられるともどかしい。強く吸いつかれると息苦しい。その間にも、口中では友成が絶え間なく桐生の舌を絡め取っていて、口角から滴る唾液を拭うこともままならない。

　ようやく唇が解放されたときには、まともな思考と共に理性も吸い取られたように全身が虚脱していた。

「先輩、目元、赤くて……可愛い……」

　それを見た友成の中でなにかが切れたらしい。それからの桐生は、まるで猟犬に捕えられた獲物のように友成の舌先に踊らされた。

「あ、あ……っ」

　うなじから鎖骨、胸元へと柔らかく濡れたものが這い回る。それほど感じる体質ではないと思っていたのに、友成の息遣いを聞いていると気が昂ぶってくるから不思議だ。

　胸の突起を舐め取られたとき、その昂ぶりははっきりとした快感になった。

「……っあ！」

　友成がふと顔を上げる。

「先輩、ここ、自分で触ったことありました？」

「っ……だったら、なんだよっ」

「嬉しいに決まってるじゃないですか」

「おま……う、ぁ」

　小さな粒を吸い上げられる。途端、大きな快感が下肢に突き刺さる。ちろちろと嬲られているうちに腰が重くなっていく。

　桐生は首を打ち振った。あろうことか勃起している、そう自覚するだけでも大事なのに、それが胸への愛撫によるものだなんて居た堪れない。

「とっ、友成っ、あ……もう……」

　やめろ、と切れ切れに叫ぶと、舌は下腹に移動した。代わりに友成のすらりとした指が胸元を這う。

　そのうちに、片手で下着ごとズボンを引き下ろされて瞠目した。

「っ、おまえ、展開急すぎ……」

「俺が言い出したわけじゃないですよ」

　臍の窪みへと差し入れられた舌に惑溺する。友成の頬に自身の硬く濡れた屹立が触れていることにも。

「そこ、やめ……」

　ぴりぴりとした快感が下腹を伝って性器へと流れ込む。どうして臍が感じるのかわからない。

「あ、あっ……」

　眠っていた性感を揺り起こされる不安と期待に、桐生は友成の髪を握って身悶えた。

　これから自分はどうなってしまうんだろう、と思ったそのときだ。

「先輩、ここでやめますか」

　突然、友成が顔を上げた。

「え……？」

　開かされた脚の間から伸び上がるようにして桐生の鼻先へと向かってくる男の顔は、仕事中、パソコンの液晶を睨みつけているときのそれに似ていた。

「ああ、このまま放置するって意味じゃありません。でも先輩にとって、これは『おためし』でしょう？　先輩は自分が男もイケるってわかったことですし、これ以上続ける必要がないっていうなら抜くだけにしときますか？」

　友成が桐生の屹立に触れた。きゅっと握られて初めてわかった。もう限界だ。きつく扱かれたら弾けそうだ。

　この非常時にやめますかと言うおまえは鬼か。

　そう言いかけて、桐生は口を噤んだ。

『おためしくんになりますよ』と友成が言い出したのは、そもそもは桐生のためだ。必ずしも、本人がその立場になりたいと願ってのことじゃない。

　だから友成も怖いのだ。一年待ったあげく、頼まれてなし崩しに一夜を共にして、その末に『やっぱりおまえじゃダメだった』と言われるくらいなら、時間をおきたいと思うのも当然だろう。

　けれど。桐生は唾を飲み込んだ。

　この続きを、他の誰かと経験するなんて考えられない。

「やめなくていい」

　ぽつりと呟けば、友成はさらに眉を顰めた。

「そう簡単に言いますけどね、この先、途中でやめられませんよ」

「脅すなよ……」

「脅しじゃありません。本当に俺でいいのかって訊いてるんです」

　何度も確認しようとする年下に愛しさがこみ上げた。

「おまえがいい」

「先輩……」

　友成はベッドを離れると、壁にかけたジャケットの内ポケットから平たいボトルを取り出して戻った。

　望みは捨ててなかったんでさっき買ってきました、と照れ臭そうに言いながら、友成が桐生の脚の間に膝をつく。

「力、抜いてて」

　亀頭を口に含まれて、腰が蕩けるような快感が走る。同時にぬるりとした感触の指先があらぬところに触れてくる。

　差し込まれた瞬間、前をじゅっと吸われて拒む隙もなかった。

「んっ、あぁ……」

　前に与えられる快感が強すぎて、後ろの違和感も不快とまでは思わない。敏感な先端を嬲られるたび、耐えがたい絶頂感が桐生を追い詰めていく。

「あ……もう、出る──」

　蚊の鳴くような声で訴えたとき、ふいに下腹を内側からぐっと押された。そこに小さく灯った別の快に気づいたときにはもう、熱いものが幹に流れ込んでいた。

　濁流の出口を広げるように、友成の舌先が鈴口をこじ開けた。これほど強烈な快感を最後にいつ得たのか、もう覚えていない。

「あ、ああっ！」

　無意識に腰を跳ねらせて、桐生は友成の口中に精を放った。放出のさなかに二度、三度ときつく吸い上げられ、そのたびに訪れる断続的な快感に呼吸を忘れる。

「は……っ、とも、なりっ」

　波が引き始めると、後ろに咥え込んでいる指の感触を腹の内側に感じてうろたえた。心臓の音が耳の奥でばくばくと鳴っている。

「まだ途中なんで、待って」

「おま、さっきからどこ触ってんだ、あ……！」

　これが世に聞く前立腺か、と思った瞬間、頭がずんと重くなった。

　血流が復活したせいで、酔いが回ってきたらしい。同時に鋭く突き刺さるようだった快感が甘く痺れるようなものに変わる。

　それからどんな声をあげたのか、桐生は思い出したくもなかった。

　頭の片隅でぼんやりと考えていたのは、我慢強いのは自分ではなく友成だということだけだ。いつまで続けるんだと訊ねてはみたものの、返ってきた答えは『もうちょっと』の繰り返しだったような気がする。

　やがて身体の中から熱が抜け出て、腰がふっと軽くなった。

「先輩、目、開けて」

　我に返るまでにはしばらくかかった。目の前に友成の顔がある。

「これ、入ると思うんですけど、っていうかそのつもりで準備したんですけど」

　手を取られ、『これ』の在り処に引き寄せられた。

　ゴム越しの熱におそるおそる触れておののく。そのサイズと受け入れるところのサイズがまるきり合致しない。

　目測を完全に誤っている。筋電計やら足圧分布測定器やら小難しい計測機器は難なく扱えるのに、空間認知能力はその程度か。

「わ、かんね……」

「先輩、ここ、ください」

　抱え上げられた自分の両脚が視界の端に入った。

「だからわかんないって」

「すいません、いっぱいいっぱいなんで」

「……っあ」

　強い圧迫感を伴った苦痛はそう長くは続かなかった。

　狭いところを潜り抜けるようにして、熱い塊が腹腔を満たしていく感覚。繋がっているという生々しい質感が、粘膜を通じて伝わってくる。

　眉を寄せ、重いものを持ち上げるときのように友成が唸った。

　大丈夫かと訊ねられ、答えないうちに腰を引かれる。再び同じところまで押し入れられたとき、こすられた内壁がじいん、と痺れた。

「ん……っ」

「先輩、どうしよう……」

　どうしよう、これでなかったことにされたら立ち直れない。そう言われているようで、桐生は無意識に空に向かって両手を伸ばした。

　それに気づいた友成が肩を寄せてくる。

「先輩……好き」

「わかってる……」

「好き」

　なんだか思ってたよりも可愛い奴だ。

「わかった、って」

「こういうことは、わかってても、言うんです、って」

　やっぱりヘンな奴だ。そして愛しい奴だ。

　そう思ったら、無意識に後ろを締めつけていた。腹の中で友成がどくんと跳ねる。

「あ、すいません……ちょ、っともう我慢できな──」

「あぁ……っ」

　友成が動く。まるで波に揺れる小船のように。

　この男を手放したら真っ暗な海に投げ出されるような気がした。桐生は揺さぶられながら、身体の奥に灯った小さな快感を追い求めて友成にしがみついた。

　抽挿がしだいに大きくなっていく。

「先輩、大丈夫、ですか」

「う、んっ、あっ……」

　中を執拗にこすられると、中途半端な射精感が込み上げてくる。触られてもいないのに次々に溢れ出てくるものが腹を濡らしている。それが自分のせいじゃないとわかっていても恥ずかしい。

　堰き止めようとして手で塞いだら、あろうことか快感が増した。

「はぁ、っ……やば……」

「いいから、先輩……っ、イきたいときに、イって」

「んな……っ」

　男に抱かれたら誰でもこうなるんだろうか。それとも、この身体を開くために長い長い時間をかけてくれた友成の忍耐のおかげか。

　いや、もうどっちだってかまわない。

「ここ、俺も一緒に」

「ちょ、待っ……」

　友成の手が桐生の屹立に触れた。先端を指の腹でこすられるともう耐えられなかった。

　高みに向かって桐生は腰を揺らしていた。ベッドが二人分の衝撃で軋む。それと同じリズムで、身体の深いところが弾けては甘く痺れる。

「あ……あぁ！」

　息苦しさと深い恍惚の中で迎えた絶頂は不自然に長かった。

　歯を食いしばっていた友成が唇を解き、息を吐く。

「っ……先輩、好き──」

　行為の最中から耳に注ぎ込まれ続けた言葉は、もう鼓膜にべったりと貼りついて取れそうになかった。







「ね、先輩、占い師の言ってた前世の話のことですけど」

「……んー？」

「もしも若いころのコナーが犬と出会ってたら、家族のためにそいつを殺して食うことを考えたと思うんです。晩年に出会ったからこそ、一緒にいられたんですよ、きっと」

「かもなー」

　殺すだの食うだの、すさまじく色気のないピロートークを披露する男の腕の中で、桐生はできる限りの短い返答をした。身体がだるい。眠くてたまらない。

「だって当時のアイルランドでは飢饉が原因で何十万人もの人が死んでるんです。ほら見てくださいよ」

　嫌々目を開ける。差し出されたスマートフォンには、『アイルランドの歴史と文化』というタイトルのついたサイトが表示されている。

　呆れた奴だ。さっきからスマホで調べていたのはこのことだったらしい。

「それから、コナーはケルト語で『猟犬を愛する者』という意味らしいです」

「……で？」

「先輩の名前に、『友成聖士を愛する者』なんて意味は」

「ない」

「はい」

　桐生は治まりかけていた動悸がぶり返さないように深く息を吐いた。そんなふうに期待されると、答えられる質問にも答えられなくなりそうだ。

　やがて友成はスマートフォンの電源を切ると、温かな指先で桐生の髪を梳いた。

「身体、つらくなかったですか」

「別に」

「って先輩、結局幸せになれたんですか」

「あー、どうだかな」

「そこ保留するんだ……まあいいですけど」

　──悪いな、友成。

　桐生は心の中で呟いた。

　好きな相手とのセックスが一番の幸せだと思っている友成は正しい。だが一度全てを失ったことのある身としては、あと少しだけ返事を待って欲しいのだ。

「もう寝る……」

「はい、おやすみなさい」

　額にキスが落ちてくる。静寂が部屋に入り込んでくる。雨の音はもう聞こえない。

　桐生は目を閉じて友成の腕にもたれた。そして、この部屋に朝日が差し込む数時間後から先に起きる出来事を、ぼんやりと思い描いた。







　朝になればドアベルが鳴り、客室係がプレス済みのズボンを届けてくれる。

　俺は目をしょぼしょぼさせながらそれを穿く。

　二人でホテルを出たのち、友成は部屋代を払うと言い出すかもしれない。

　だが俺はその申し出を断るつもりだ。誘ったのはこっちだからとか、トランクス代でチャラだとか、あとで朝メシ奢れとか適当な言い訳をして。

　やがて代謝のいい友成は腹が減ってくる。

　俺は勇気を振り絞って訊ねる。

　ベーカリーに寄ったあと、うちにこないか？　食卓の椅子も空いてるし、コーヒーでよければ淹れてやるから。

　そこで友成が笑ってくれたなら、俺は心から、ああ幸せだと思うだろう。


















































恋愛転生




2014年8月12日発行　ver.1.0





著　者　柴田ひなこ

発行者　三坂泰二

編集長　波多野公美

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　〒102-8177

　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　03-3238-8745（営業）

編　集　メディアファクトリー

　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで



©Hinako SHIBATA 2014

http://www.kadokawa.co.jp/




※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

















item/image/kuchie.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/logo.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		恋愛転生













Guide





		表紙













item/image/ad01.jpg
2> 3 DKELED)

e Bleu Line
V)V 167:%—-5/{‘/






item/image/ad02.jpg
DA Y ofB)

Bleu Line
IV S oo

COREE

B o6t






item/image/ad03.jpg
Y ofB)

B N

V=)V

i e
S |
/ol IR

u Line

CNE <

SR

IWV—F4 Y

i

\é
> N
\





